
○ 節電・省エネ診断推進事業について（生活）

•エネルギー消費状況、
CO2排出状況の分析、把握

•平均世帯との比較

省エネ取組の
•具体的提案
•費用対効果の提示

受診者による
•省エネ取組の実践
•省エネ設備への改修

省エネ取組実践状況
事後調査、効果確認

提案・アドバイス 診断後 3ヶ月後
受診者が電
気・ガス代等を
確認し、事前調
査票を準備

診断前 診断

省エネ診断
による

効果

CO２の見える化 「気付き」から行動へ 省エネ行動の継続・定着

☆ 省エネ診断（H23年度）の受診者へのアンケート調査の回答（回答者：108名/170名）

○ 受診後に何らかの省エネ行動をとった世帯 ・・・９４％
○ 診断時に提案した取組のうち、実行された主な取組（複数回答）

•部分暖房の活用 ・・・１００％
•暖房の設定温度を控えめにする ・・・９６％
•家族団らんで１部屋で過ごすようにする ・・・９１％

•アイドリングストップなどエコドライブに心がける・・・８４％
•シャワーを使う時間を１人１日１分短くする ・・・８１％
•暖房をする時間を１時間短くする ・・・７９％

•車でなく徒歩や自転車・公共交通機関を使う ・・・７０％
•コンセントのプラグ抜きにより待機電力を減らす・・・７１％
•行き先によって自動車利用を控える ・・・４９％
•車を燃費のいい車に買い換える ・・・４８％
•節水シャワーヘッドの取り付け ・・・４４％
•冷蔵庫を省エネ型に買い換える ・・・４１％

温暖化・エネルギー対策特別委員会
平 成 2 4 年 ( 2 0 1 2 年 ) 1 0 月 1 0 日
琵 琶 湖 環 境 部 温 暖 化 対 策 課低炭素社会づくりに向けた県の取組について
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○ 低炭素社会づくり学習支援事業について（生活）

講座内容の見直し

受講者アンケートを分析し、受講者の
興味・関心の高い内容や説明方法を多
く取り入れ、次回の講座内容に反映。

講座内容の見直し講座内容の見直し

受講者アンケートを分析し、受講者の
興味・関心の高い内容や説明方法を多
く取り入れ、次回の講座内容に反映。

講座の質の向上

•アドバイザー（推進員）研修実施に
よるスキルアップ

•ニーズに合った講座プログラムや教材
の開発

講座の質の向上講座の質の向上

•アドバイザー（推進員）研修実施に
よるスキルアップ

•ニーズに合った講座プログラムや教材
の開発

各家庭における
省エネ取組の継続・定着

各家庭における各家庭における
省エネ取組の継続・定着省エネ取組の継続・定着

低炭素社会づくり学習

出前講座の実施

学校・地域

コーディネート
（地球温暖化防止活動推進センター）

•講座依頼者とアドバイザー
(推進員)派遣の調整・準備

•受講者に応じたプログラム
の準備

コーディネートコーディネート
（地球温暖化防止活動推進センター）（地球温暖化防止活動推進センター）

•講座依頼者とアドバイザー
(推進員)派遣の調整・準備

•受講者に応じたプログラム
の準備

反映反映

取組状況取組状況
把握把握

分析分析

•地球温暖化問題への理解
•省エネ型ライフスタイルへの変革の
意識付け

••地球温暖化問題への理解地球温暖化問題への理解
••省エネ型ライフスタイルへの変革の省エネ型ライフスタイルへの変革の
意識付け意識付け

•日常生活における省エネ取組の実践
•取組の周囲への伝達・波及

••日常生活における日常生活における省エネ取組の実践省エネ取組の実践
••取組の取組の周囲への伝達・波及周囲への伝達・波及

▼興味深かった内容
・節電や地球温暖化についての話 等

▼現在取り組んでいる省エネ取組
・近いところは自転車で移動 等

▼これから取り組もうと思ったこと
・エアコンの使用を控える、ごみの減量 等

▼意見・感想、満足度
・身近でわかりやすかった
・節電に心がけたいと思った 等

▼講座後に実践するようになった取組

•冷房の温度を1℃高く、暖房の温度を1℃低く
設定する

•長時間使わない時はコンセントを抜く
•家族が同じ部屋に集まり暖房と照明の使用を
減らす

•買い物には、買い物袋を持って行く 等

受講者へのアンケートの実施受講者へのアンケートの実施
（サンプル調査）

当日受講後

約１か月後（取組状況）

•ワークショップ形式で楽しく学べた
•身近な話題でわかりやすかった
•ソーラーカーは好評だった
•クイズは受講者が真剣に考えるのに効果がある 等

講座依頼者の回答
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H23.3
条例制定

※附帯決議（事業
者等への十分
な説明、支援、
負担軽減する
制度設計等）

H24.4
計画書

制度施行

H24.9末
計画書

提出期限

H24.6～8

説明会開催

４会場

延べ271事業者、

382人参加

H23.10～24.3

意見交換会

39回開催

約420事業者

参加

平成平成2424年度年度

平成平成2323年度年度平成平成2222年度年度

H22.6～23.3

意見交換会

57回開催

約360事業者

参加

※議会特別委員
会（H23.3）

２事業者を参考
人招致し、意見
等を聴取

○ 低炭素社会づくり推進条例に基づく
事業者行動計画書制度の事業者等への周知状況について（事業活動）
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平成24年度末 貢献量評価「手引き」作成予定

○ 低炭素社会実現に貢献する事業者評価手法検討状況について（事業活動）

平成24年５月 貢献量評価「中間とりまとめ」作成

貢献量評価「中間とりまとめ」説明会（平成24年７月～８月）

３会場（大津、草津、彦根）で開催

計 ３９事業所 ５６名参加

可能なら
実施したい

79%

実施したい
4%実施は困

難
17%

（H24条例対象事業所へのアンケート結果等より）

実施意欲

55

64

63

28

0 10 20 30 40 50 60 70

内部管理の推進

取引先等の信頼性向上

最終消費者へのＰＲ

投資家へのＰＲ

（件）

取組の効果

70

74

65
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評価実施のノウハウの不足

評価実施の人員・時間の確保

算定に必要なデータの不足

その他

（件）
実施する上での課題

事業者からの期待は大きい 解決すべき課題もある

事業者が取り組みやすい改善を加え・・・
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